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　２．国民健康保険税率等の変更点

　平成24年度より次のとおり税率等を改定します。なお、
国民健康保険税の上限額である賦課限度額については変
更ありません。

　４．国民健康保険税の計算方法

　国民健康保険税の計算方法は、「医療給付費分」、「後期高齢者支援金分」および「介護納付金分」を
加入者ごとに計算し、それぞれを合算した額が世帯あたりの年間の税額となります。

軽減割合 軽減の基準となる前年中の世帯の総所得金額
７割軽減 33万円以下の世帯
５割軽減 33万円＋(24万５千円×世帯主を除く加入者数)以下の世帯
２割軽減 33万円＋(35万円×加入者数)以下の世帯

※40歳～64歳までの加入者を含む世帯は、①＋②＋③の合計額が世帯の年税額になります。

※40歳～64歳までの加入者がいない世帯は、①＋②の合計額が世帯の年税額になります。

 税務課 市民税係☎（24）5217または各総合支所 住民課 市民サービス班

　・所得割額の課税標準額 ＝  前年中の総所得金額  － 基礎控除（33万円）  …　ア

　・資産割額の課税標準額 ＝  その年度の固定資産税額 （土地・家屋分）　 …　イ

　３．国民健康保険税の計算の例

(ケース１)　年齢63歳で単身世帯（年金
収入100万円、固定資産税なし）

7割軽減 改定後 改定前 増減

医療分 11,600円 10,800円 800円

支援分 3,000円 2,700円 300円

介護分 3,400円 3,100円 300円

計
(年税額)

18,000円 16,600円 1,400円

(ケース２)　40代の夫婦と子ども2人の4
人世帯（給与収入300万円〈所得192万円〉、
固定資産税10万円）

軽減なし 改定後 改定前 増減

医療分 227,300円 205,700円 21,600円

支援分 56,800円 51,400円 5,400円

介護分 44,600円 40,900円 3,700円

計
(年税額)

328,700円 298,000円 30,700円

前年中の総所得金額 

その年度の固定資産税額 （土地・家屋分）　

ア

イ

平等割 均等割 所得割 資産割 年間保険税

医療給付費分 1世帯あたり
19,600円 ＋ 加入者数

×19,200円 ＋ ㋐
×7.28％ ＋ ㋑

×15.2％ ＝ ①

後 期 高 齢 者
支 援 金 分

1世帯あたり
5,100円 ＋ 加入者数

×5,000円 ＋ ㋐
×1.76％ ＋ ㋑

×3.8％ ＝ ②

介護納付金分 1世帯あたり
6,000円 ＋ 加入者数

×5,500円 ＋ ㋐
×1.49％ ＋ ㋑

×4.0％ ＝ ③

などが改定されます

区　　　分
平成24年度
（新税率）

平成23年度 増　減

医療給
付費分

（0歳～ 　 
 74歳まで）

所得割 7.28％ 6.40% 0.88％

資産割 15.20％ 15.20% -

均等割 19,200円 17,600円 1,600円

平等割 19,600円 18,400円 1,200円

限度額 51万円 51万円 ‐

後期高
齢者支
援金分

（0歳 ～ 　
74歳まで）

所得割 1.76％ 1.60% 0.16％

資産割 3.80％ 3.80% -

均等割 5,000円 4,400円 600円

平等割 5,100円 4,600円 500円

限度額 14万円 14万円 ‐

介護納
付金分

（40歳～ 　
64歳まで）

所得割 1.49％ 1.35% 0.14％

資産割 4.00％ 4.00% -

均等割 5,500円 5,000円 500円

平等割 6,000円 5,500円 500円

限度額 12万円 12万円 ‐
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問 問

　５．所得が少ない世帯への軽減制度（均等割・平等割）

　次の表に該当する所得が少ない世帯に対して均等割、平等割を７割・５割・２割軽減する制度です。
軽減の判定は、賦課期日（４月１日）における世帯内の加入者数及び所得により行います。なお、税額を
通知する際は、あらかじめ軽減した金額でお知らせしますので申請の必要はありません。



　平成24年度からの市国民健康保険税の税率等については、国民健康保険税率適正化検討委員会で
の検討および国民健康保険運営協議会からの答申結果を踏まえ、平成24年6月市議会へ国民健康保
険税の改定に係る関係条例案を提出し議決されましたので、その概要や改定点をお知らせします。

　１．国民健康保険制度とは 　　　　　　　　　　
　国民健康保険は、病気やケガをした時にその医療費の一部（１割～３割）の負担で安心して医療が受け
られるように、加入者が国民健康保険税を出し合い、お互いに助け合う制度です。
　国民健康保険制度は、特別会計を設置し、加入者が納める国民健康保険税と、国・県・市の公費によ
って運営しており、国民健康保険税収入は重要な財源となっています。
　しかし、医療技術の高度化などに伴い医療給付費は増加し、さらに加入者の減少による税収の落ち込
みを要因として、厳しい財政状況が続いています。市ではできる限り加入者の負担を抑えるため、国県
補助金等の積極的な活用や国民健康保険税の徴収努力、一般家庭での貯金にあたる国民健康保険基金の
取り崩しや繰越金の活用により対応してきましたが、その基金も平成23年度末には残高が約９千６百万
円となり、平成24年度末には基金をすべて使っても改定前の税率では財政収支の均衡を図ることができ
ず、財源不足の状態となることが予測されています。
　このような状況をふまえ、必要な国民健康保険事業を健全かつ安定的に運営するため、本年度不足す
る税額を３億５百万円と見込みましたが、単年度で賄おうとすると加入者への影響が大きいことから、
市は保険者の責務として、将来にわたり市民が安心して医療を受けられるような体制整備のため、一般
会計から１億６千８百万円の繰り入れを行い３年間で税率等を調整していくこととし、平成24年度から
国民健康保険税の税率等を改定することにしました。
　今後もこれまで以上に特定健診や予防対策のための保健事業の充実を図りながら、医療費の適正化に
努めてまいりますのでご理解のほどよろしくお願いします。

医療費を大切に使いましょう！！
医療費の一部は、加入者が納める国民健康保険税で賄われています。
このまま、医療費が増加すると、それに見合う国民健康保険税が必要となり、加入者の皆さまの負担増につ
ながります。
ご自身の健康のために、日頃より食生活に注意し、適度な運動を行うことで生活習慣病の予防に努め、また
各種検診の受診や健康づくりに心掛けることが医療費の節約につながります。
加入者の皆さまの医療費適正化への取り組みにご協力をお願いします。

医療費は、平成20年度に比べ平成23年度は、年
間平均1人あたり約２万円増加しています。大き
な要因として生活習慣病を起因とする疾病の増、
急速な高齢化の進展、医療技術の高度化等があ
げられます。

国民健康保険税は、リーマンショック以降の景
気の低迷により加入者の増えた平成21年度に比
べ平成23年度は、約１億４千万円の減収となり
ました。これは、加入者数の減少に加え、景気
の低迷による所得の減が考えられます。

H20 H21 H22 H23

32

31

30

29

28

27

（万円） １人あたりの医療費の推移

H20 H21 H22 H23

11.5

11

10.5

10

9.5

9

（億円） 国民健康保険税収入額の推移

国民健康保険税の税率
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１　事業所（会社など）の健康保険などに加入 …【手続き先】勤務先の事業所
　　　法人の事業所、5人以上の個人事業所に常用的に雇用される限り、外国人の方にも健康保険が適
　　用され、加入しなければなりません。
２　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入
　　　短期滞在の方を除き、入管法により決定された在留期間が３か月以上である方（３か月以上日本
　　に滞在すると認められる方を含む。）は、下記の保険に加入する必要があります。
　　○国民健康保険 … 【手続き先】市民課　☎（24）5225または各総合支所 住民課
　　　※75歳未満で他の公的健康保険の適用対象とならない外国人の方
　　○後期高齢者医療保険制度… 【手続き先】保健課　☎（24）5224または各総合支所 住民課
　　　※75歳以上の外国人の方

≪社会保険制度についてご案内します≫

１　事業所（会社など）で厚生年金などに加入 …【手続き先】勤務先の事業所
　　　法人の事業所、５人以上の個人事業所に常用的に雇用される限り、外国人の方にも厚生年金など
　　が適用され、加入しなければなりません。
２　国民年金に加入 …【手続き先】市民課 国民年金係　☎（24）5226または各総合支所 住民課
　　　厚生年金などの他の公的年金に加入していない外国人の方で、日本国内に住所を有する方は国
　　民年金に加入しなければなりません。
　　※国民年金の免除制度や、納めていた方が帰国する場合は請求すれば脱退一時金が受け取れます。
３　厚生年金などに加入している配偶者の扶養になる方
　　　健康保険、国民年金（３号）加入の手続きともに、配偶者の事業所（会社など）での手続きになりま
　　す。

＊お勤めの事業所（会社など）が医療保険・年金への手続きをしておらず、医療保険・年金に未加入と
なっている場合は、年金事務所にご相談ください。　  会津若松年金事務所☎0242（27）5321

健康保険：該当する方は、下記の健康保険に加入することが義務付けされています。

年金：20歳以上60歳未満の方で日本に住所を有する方は公的年金に加入しなければなりません。

スタートします！
to you,foreign res

idents

手続きを忘れないでね！

問問
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　平成24年７月９日に「外国人登録法」が廃止され、『住民基本台帳法』『出入国管理及び難民認定法』『入
管特例法』の法改正に基づいて新制度が施行されます。

　今までは、入国管理局で在留資格の変更や更新のお手続き後、市役所でも変更届が必要でしたが、改
正後は市役所に届ける必要はありません。市役所への届出は住所変更のみになります。
　住所地以外の変更……【手続き先】仙台入国管理局 郡山出張所
　住所地の変更……【手続き先】市民課 市民窓口係または各総合支所 住民課

◆特別永住者の方 ……【手続き先】市民課 市民窓口係または各総合支所 住民課
　現在お持ちの「外国人登録証明書」は有効期限まで使用できます。更新手続きにより『特別永住者証
明書』に切り替わります。　　　　
◆永住者の方 ……【手続き先】仙台入国管理局 郡山出張所
　改正後３年以内に入国管理局で手続きを行い、『在留カード』への切り替えが必要です。
◆上記以外の在留資格を有する方（短期滞在を除く）……【手続き先】仙台入国管理局 郡山出張所
　改正後の在留資格の変更時、または在留期間の更新時に入国管理局で『在留カード』に切り替わります。

転出届（引っ越し予定日の前後14日以内）…喜多方市から他の市区町村へ引っ越すとき
転居届（引っ越し後14日以内）…市内での引っ越しをしたとき
転入届（新住所地に住み始めてから14日以内）…他の市区町村から喜多方市へ引っ越したとき

【手続き先】市民課 市民窓口係または各総合支所 住民課

【必要なもの】印鑑、転出証明書（他の市区町村からの転入時）
　　　　　　  特別永住者証明書または在留カード※
※従来の外国人登録証が特別永住者証明書・在留カードにみなされる期間内のも
　のを含む

【特別永住者証明書、住民票、住所地の手続き先】市民課 市民窓口係または各総合支所 住民課

（受付時間）午前８時30分～午後５時15分（土･日曜日、祝日を除く）　 ☎（24）5225
【在留カード、住所地以外の手続き先】仙台入国管理局 郡山出張所

（受付時間）午前９時～正午　午後１時～４時（土･日曜日、祝日を除く）　 ☎024（962）7221
【その他新しい制度について】外国人在留総合インフォメーションセンター

（受付時間）午前８時30分～午後５時15分（土･日曜日、祝日を除く）☎0570-013904
☎03-5796-7112（ＩＰ電話・海外・ＰＨＳ）ＨＰ http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/

　日本人と同様に外国人の方についても住民票が作成されるので、日本人と外国人で構成される世帯で
は世帯全員が記載された住民票の写し等の交付が可能になります。

Point１　外国人（短期滞在・特別永住者を除く中長期在留者）の方の手続きが変わります。

Point２　外国人登録証が、「特別永住者証明書」または「在留カード」へ切り替わります。

Point４  外国人の方も住所を変更した際には転入、転出、転居などの届け出が必要になります。

Point３　外国人の方も住民票が作成されます。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

※外国人登録法が廃止になります※

７月９日より外国人住民の 新制度が
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「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
お
持
ち
で

す
か万

一
高
額
な
診
療
を
受
け
る
入
院
の
際

に
、あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

お
よ
び
食
事
代
の
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
、
ま
た
は
減
額
に
な
る
制
度
で

す（
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◆
新
た
に
交
付
が
必
要
な
方

○
限
度
額
適
用
認
定
証
…
７０
歳
未
満
の
方

で
住
民
税
課
税
、
上
位
所
得
者
世
帯
の
方

↓
医
療
費
の
一
部
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

○
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
↓
医
療
費

の
一
部
負
担
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
代
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
方
に
は
交
付
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

下
さ
い
。

◆
現
在
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

２３
年
８
月
以
降
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
、
２４
年
７
月

３１
日（
※
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
国
保
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
に
て
更
新
の
ご
案

内
を
し
ま
す
の
で
、
２４
年
８
月
以
降
も
引

き
続
き
認
定
証
の
交
付
が
必
要
と
な
る
方

は
、
８
月
１
日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
な
ど
に
つ

い
て
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

認
定
証
が
必
要
と
な
る
方
の
国
民
健
康

保
険
証
、
高
齢
受
給
者
証（
高
齢
受
給
者

の
方
）

※
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）の
交
付
を
受

け
て
い
た
期
間
の
入
院
日
数
が
９０
日
を
超

え
る
場
合
に
は
、
そ
の
確
認
が
で
き
る
証

書（
領
収
書
等
）

「
高
齢
受
給
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

〔
今
回
の
更
新
対
象
者
：
昭
和
１２
年
８
月

２
日
生
ま
れ
〜
昭
和
１７
年
７
月
１
日
生
ま

れ
〕新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
古
い
高
齢
受
給
者
証

は
８
月
１
日
以
降
に
す
み
や
か
に
市
民

課
、
保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

の
窓
口
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

２４
年
８
月
以
降
の
負
担
割
合（
１
割
ま

た
は
３
割
）は
、
２４
年
度
住
民
税
の
所
得

に
よ
り
再
判
定
す
る
結
果
に
基
づ
き
ま

す
。ま

た
、
窓
口
負
担
が
「
１
割
」
と
判
定

さ
れ
る
方
の
高
齢
受
給
者
証
の
一
部
負
担

金
の
割
合
は
、「
２
割（
平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で
は
１
割
）」（
※
）と
表
記
さ
れ
ま

す
。

※
平
成
２４
年
４
月
１
日
か
ら
窓
口
負
担
が

２
割
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
２５
年
３
月

３１
日
ま
で
１
割
の
ま
ま
据
え
置
く
と
し
た

改
正
を
受
け
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
表
記

と
な
り
ま
す
。

◆
２４
年
７
月
２
日
以
降
に
７０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
方

〔
昭
和
１７
年
７
月
２
日
以
降
が
誕
生
日
の

方
〕

※
高
齢
受
給
者
証
は
該
当
す
る
月
の
前
月

末
ま
で
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
の
方
…
誕
生
月

か
ら
該
当

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
以
外
の
方
…
誕

生
月
の
翌
月
か
ら
該
当

保
健
課

国
保
医
療
係
☎（
２４
）５
２
２

４
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課

市
民
サ

ー
ビ
ス
班

７０
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

国国

加加入者の皆さんへ

70歳未満の自己負担限度額(月額)

所 得 区 分 3回目まで 4回目以降

一 般
80,100円＋

医療費が267,000円を
超えた場合はその
超えた分の1％を加算

44,400円

上位所得者
150,000円＋

医療費が500,000円を
超えた場合はその
超えた分の1％を加算

83,400円

住 民 税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※上位所得者…基礎控除後の総所得金額などが600万円
を超える世帯

70歳から74歳の自己負担限度額(月額)

所 得 区 分 外来
(個人単位）

外来＋入院
(世帯単位)

一 般 12,000円 44,400円

現 役 並 み
所 得 者 44,400円

80,100円＋
医療費が267,000円を超
えた場合はその超えた分
の1％を加算(4回目以降
の場合44,400円)

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円

低所得者Ⅰ 15,000円

※低所得者Ⅱ…同一世帯の世帯主および国保被保険者が
住民税非課税の方(低所得者Ⅰ以外の方)。
※低所得者Ⅰ…同一世帯の世帯主および国保被保険者が
住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費･控除(年
金の所得は控除額を80万円として計算)を差し引いたと
きに0円となる方。

問問
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被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成
２４
年

７
月
３１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

か
ら
の
保
険
証
を
７
月
末
ま
で
に
特
定
記

録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

今
ま
で
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
８

月
以
降
に
市
役
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
所
得
額
が
確
定
後
、
８
月
１０
日
ご

ろ
に
保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
に
関
す

る
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
な
り
ま

す
が
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
な
ど
は
特
別
徴
収
で
き
な

い
た
め
、
普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ
る
納

付
）と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
付
時
期

得
割
率（
７
・
７６
）／
１
０
０
＋
均
等
割
額

４
０
０
０
０
円

※
３

賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
＝

前
年
度
中
の
所
得
額

－

３３
万
円

２３
年
度
に
引
き
続
き
、
世
帯
内
の
被
保

険
者
全
員
と
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の

合
計
額
に
よ
り
該
当
す
る
場
合
は
均
等
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
税
の

課
税
所
得
額
が
５８
万
円
以
下
の
方
の
所
得

割
額
の
軽
減
に
つ
い
て
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

毎
年
８
月
に
前
年
中
の
所
得
額
に
応
じ

て
負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
当

初
３
割
負
担
と
判
定（
同
一
世
帯
内
で
住

民
税
の
課
税
所
得
額
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
）さ
れ
た
方
は
、

収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
場
合
に
は

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
別
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
前
年
中
の
収
入
額
が
わ
か
る
書
類

（
確
定
申
告
書
な
ど
の
写
し
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
が
、

万
一
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
食
事

代
の
減
額
や
医
療
費
を
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月
３１
日
ま
で

で
す
の
で
更
新
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
を
受
け
た
認
定
証
を
病
院
窓
口
に

提
示
し
な
か
っ
た
場
合
や
更
新
を
し
な
か

っ
た
場
合
、
高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
食
事
代
の
差
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

被
保
険
者
証
、

印
鑑

保
健
課

国
保
医
療
係
☎（
２４
）５
２

２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所

住
民
課

市
民

サ
ー
ビ
ス
班

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

保
険
料
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

後

被保険者の皆さんへ

問問

申申

仮徴収（※1） 本徴収（※2）
4月 6月 8月 10月 12月 2月

第1期 第2期 第3期 第4期
8月31日 10月1日 10月31日 11月30日
第5期 第6期 第7期
1月4日 1月31日 2月28日

特別徴収される月

普通徴収の納期限

（※1）仮徴収…前々年中の所得額により算出し
た暫定の保険料額
（※2）本徴収…前年中の所得額により算出した
確定保険料額から仮徴収した分を差し引いた保
険料額

◆
口
座
振
替
の
利
用

普
通
徴
収
の
場
合

「
口
座
振
替
」
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

場
合
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

別
に
口
座
振
替
依
頼
が
必
要
で
す
。

※
別
徴
収
を
中
止
し
口
座
振
替
へ
変
更
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
で

の
口
座
振
替
手
続
き
と
と
も
に
、
市
役
所

へ
「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
割
…
７
・
６０
％
↓
７
・
７６
％

●
均
等
割
…
４
０
０
０
０
円（
据
え
置
き
）

確
定
年
保
険
料
限
度
額
５０
万
円
↓
５５
万
円

◆
保
険
料
の
算
出
方
法

所
得
割
額
＝
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額（
※
３
）×
所

保
険
料
率
な
ど
の
改
定

負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す

年金収入で見た軽減イメージ
夫婦世帯の例

夫の
年金収入

80
万円

153
万円

168
万円

192.5
万円

211
万円

238
万円

（妻の年金収入80万円
以下の場合)

保
険
料　

４
万
円

９
割
軽
減

８
・
５
割
軽
減

５
割
軽
減 ２

割
軽
減

〔
所
得
割
〕

〔
均
等
割
〕

5割軽減｝
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
、「
ラ
イ
フ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。第

二
回
目
の
講
座
は
、
身
近
な
も
の
を

使
っ
た
「
夏
用
の
手
提
げ
か
ご
」
を
作
成

し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
内
容

身
近
な
も
の
で
夏
用
の
手
提
げ

か
ご
作
製

◆
日
時

７
月
２０
日（
金
）お
よ
び
８
月
３

日（
金
）午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所

喜
多
方
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
対
象
者

市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

る
成
人

◆
費
用

材
料
費（
３
０
０
円
程
度
）

◆
申
込
期
限

７
月
１０
日（
火
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

入
し
、参
加
料
を
添
え
て
、７
月
１９
日（
木
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

高
郷
総
合
支
所
教
育
課

☎
０
２
４
１（
４４
）２
２
６
３

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

ア
ッ
プ
講
座
で

ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
ププ
ア

ご
」
作
り

「
夏
用
の
手
提
げげ
か
ご

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
喜
多
方
シ
テ

ィ
レ
ガ
ッ
タ
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
の
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
事
前

に
体
験
教
室
も
行
い
ま
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ご
家
族
、
お
友

達
と
楽
し
く
ボ
ー
ト
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程

８
月
５
日（
日
）

◆
会
場

県
営
荻
野
漕
艇
場
特
設
コ
ー
ス

（
５
５
０
メ
ー
ト
ル
）

◆
種
目

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
オ
ー
ル
は

主
催
者
側
で
準
備
し
ま
す
）

◆
参
加
料

各
種
目
３
０
０
０
円

※
中
学
生
の
部
は
無
料

◆
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

ッ
タ
参
加
者
募
集

喜
多
方
シ
テ
ィ
レレ
ガ
ッ運

動
会
〜

〜
真
夏
の
水
上種　目 クルー編成

一般男子 漕手４人の合計年齢が140歳未満一般女子
シニア男子 漕手４人の合計年齢が140歳以上200歳未満シニア女子
アスリート男子 漕手４人の年齢、経験者の人数は問わない

（現役ボート部員の出場可）アスリート女子
マスターズ男子 漕手４人の合計年齢が200歳以上マスターズ女子
ミックス 漕手２人以上が女性　年齢制限なし
中学生男子 舵手付き４人スカル、漕手４人が中学生

ナックル艇(片手漕ぎ)での参加可中学生女子

６
月
１２
日（
火
）会
津
若
松
市
役
所
栄
町

第
二
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
２４
年
度
福
島

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
会
津
支
部
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
永
年
に
わ

た
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
指
導
活
動
や

団
の
活
動
実
績
に
対
す
る
表
彰
で
あ
り
、

本
市
か
ら
も
指
導
者
４
人
お
よ
び
４
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
功
労
賞（
個
人
）

横
山
清
衛
さ
ん（
喜
多
方
柔
道
ス
ポ
少
）

菅
沼
健
仁
良
さ
ん（
喜
多
方
野
球
ス
ポ

少
）

鵜
川
義
和
さ
ん（
熊
倉
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ

少
）

岩
城
雅
仁
さ
ん（
山
都
剣
道
ス
ポ
少
）

◆
優
良
団
体
賞

喜
多
方
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

喜
多
方
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

南
部
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

熊
倉
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

平
成
24

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

年
度
福
島島
県式

に
つ
い
て

団
会
津
支
部
表
彰彰
式

問問

問問

申申

問問

申申

昨年の作品

受賞者代表
挨拶をする鵜川さん
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市
内
の
小
中
学
生
が
社
会
や
世
界
に
向

け
て
の
意
見
、
学
校
や
地
域
、
友
人
や
家

族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
少
年
ら
し
い
自
由
で
素
直
な
感
性

で
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま
す
。
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日
時

７
月
２８
日（
土
）
午
後
１
時
〜

◆
会
場

松
山
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

（
松
山
小
学
校
わ
き
）

◆
内
容

小
学
生
１０
人
、
中
学
生
１１
人
が

発
表
し
ま
す
。
こ
の
他
に
「
家
庭
の
日
ふ

れ
あ
い
標
語
」
作
品
の
表
彰
式
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

シリーズ

喜
多
方
市

づ
く
りり
の
指
針

蓮
沼
門
三
氏
は
、
98
年
の
生
涯
を
か
け

て
「
愛
」
の
心
で
す
べ
て
の
人
と
仲
良
く

し
、
努
力
の
「
汗
」
を
流
し
て
社
会
を
良

く
し
、
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
な
る
明
る

い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
社
会
教
育
と
社
会

事
業
に
尽
く
し
ま
し
た
。

多
方
市
大
会

少
年
の
主
張
喜喜
多

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ

強
い
心
・
愛あ

い
け
い敬
の
心
な
ど
、

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人

に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を

わ
き
ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と

の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も

挑
戦
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親
（
保

護
者
）
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家

族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で

明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
瓜
生
岩

子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
な
ど
、
郷
土
の

発
展
に
尽
く
し
た
先
人
や
藤
樹
学
の
教

え
を
基
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。「
絆
」
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
る
昨
今
、
普
段
の

生
活
や
今
後
の
生
き
方
、
ま
た
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
連
携
し
て
育
て
て
い
く
指
針
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、蓮
沼
門
三
氏
を
紹
介
し
ま
す
。

愛
な
き
人
生
は
暗
黒
な
り

愛
な
き
人
生
は
暗
黒
な
り

汗
な
き
社
会
は
堕
落
な
り

汗
な
き
社
会
は
堕
落
な
り

蓮
沼
門
三
氏

そ
の
①

喜
多
方
が
生
ん
だ

　

郷
土
の
偉
人
に
学
ぶ

明
治
１５
年
、
耶
麻
郡
相
川
村

（
山
都
町
）に
生
ま
れ
る
。
特
に

祖
父
・
彦
吉
は
門
三
を
か
わ
い

が
り
、
貧
し
い
な
が
ら
も
、
偉

人
の
伝
記
を
買
い
与
え
る
。
こ

の
こ
と
が
門
三
の
心
に
夢
や
好

奇
心
、
勇
気
を
育
ん
だ
。

１４
歳
の
時
、
友
だ
ち
１２
人
と

米
沢
街
道
の
美
化
活
動
な
ど
を

行
う
。そ
し
て
、
わ
ず
か
１５
歳
で

岩
月
尋
常
小
学
校
・
入
田
付
分

教
場
の
代
用
教
員
と
な
り
、
教

壇
に
立
つ
。

２１
歳
の
と
き
東
京
府
師
範
学

校（
現
・
東
京
学
芸
大
学
）に
入

学
。
寄
宿
舎
に
入
る
と
、
あ
ま

り
の
汚
さ
に
驚
き
、
早
朝
と
消

灯
後
に
、
廊
下
や
便
所
の
雑
巾

が
け
を
一
人
で
黙
々
と
始
め

た
。
寒
中
、
ア
カ
ギ
レ
か
ら
血

が
吹
き
出
す
の
も
顧
み
ず
に
雑

巾
が
け
を
続
け
る
門
三
の
姿
に

学
友
が
心
う
た
れ
た
こ
と
で
、

同
志
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
門
三
２３
歳
の
と
き
、

師
範
学
校
の
食
堂
に
、
学
生
や

職
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
集
い
、

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
社
会
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
熱
い
志
を
も

っ
て
、
修
養
団
を
設
立
し
た
。

｢

愛
と
汗｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
、

修
養
団
の
活
動
は
全
国
へ
波
及

し
て
い
っ
た
。
国
民
体
操
や
東

京
青
年
ホ
ー
ム
は
、
現
在
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
や
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
制
度
の
元
に
な
っ
た
。

修
養
団
は
、
現
在
も
公
益
法

人
と
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

喜
多
方
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

多
彩
な
社
会
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

①誕生から少年期

②進学・修養団設立へ③修養団の躍進

蓮沼門三氏
（喜多方市名誉市民）

修
養
団
設
立
に
向

け
て
尽
力
し
た
若

き
同
志
た
ち

左
上

蓮
沼
門
三
氏

問問
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血
液
は
同
じ
血
液
型
で
あ
っ
て
も
、
一

人
ひ
と
り
成
分
が
異
な
る
た
め
、
多
人
数

の
献
血
者
か
ら
の
血
液
を
あ
わ
せ
て
患
者

さ
ん
に
輸
血
す
る
ほ
ど
副
作
用
を
起
こ
す

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
少
人
数
の
献

血
者（
４
０
０
㍉
㍑
献
血
）か
ら
の
輸
血
の

ほ
う
が
、
副
作
用
が
起
き
る
確
率
が
軽
減

さ
れ
安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。
医
療
機
関

に
お
い
て
も
、
９０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
４

０
０
㍉
㍑
献
血
の
血
液
製
剤
を
求
め
て
い

ま
す
。
輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
を
思
い

や
る
４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

会
津
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
２

（
２４
）６
６
５
０

　

病
気
や
け
が
の
治
療

に
、
輸
血
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
が
数

多
く
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ほ
ん
の
少
し
勇
気
と

思
い
や
り
が
あ
れ
ば
、

わ
ず
か
30
分
で
救
え
る

命
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し

ま
す
。

毎
年
夏
季
は
、
長
期
休
暇
な
ど
に
よ
り
、

献
血
へ
の
協
力
が
得
に
く
い
時
期
で
す
。

そ
こ
で
、
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月

間
の
一
環
と
し
て
、
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す
。

近
年
は
、
特
に
若
者
の
献
血
離
れ
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
少
子
高
齢

社
会
が
進
ん
で
い
く
中
、
献
血
を
支
え
て

い
く
た
め
に
必
要
な
献
血
量
が
足
り
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
輸
血
用
血
液
は
、

年
間
を
通
し
て
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
若
年
層
の
協
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
年
代
層
で
必
要
な
献
血
量

を
支
え
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
を

若
者
の
献
血
離
れ

採　血　基　準

全血献血

1回献血量 200ｍℓ 400ｍℓ

年 齢 16～69歳
男性：17～69歳
女性：18～69歳

体 重
男性：45㎏以上
女性：40㎏以上

男女とも
50㎏以上

※65歳以上の献血については、献血される
方の健康を考え、60～64歳の間に献血経験
がある方に限ります。

日時：7月12日（木）

時間：午前９時30分～

　　　　　　午後４時30分まで

場所：保健センター１階

献血種別：400ｍℓと200ｍℓ献血

◎骨髄ドナー登録も同時開催◎

献血キャンペーンを
開催します！

。

問問



　広報きたかた　2012.7◯　◯◯

暑
い
日
が
多
く
な
り
い
よ
い
よ
夏
本
番

と
い
っ
た
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
回
は
こ
う
い
っ
た
暑
い
時
期
に
多

く
な
る
「
熱
中
症
」
に
つ
い
て
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

真
夏
よ
り
も
、
梅
雨
が
明
け
た
後
の

7
月
か
ら
8
月
上
旬
に
熱
中
症
の
患
者

さ
ん
が
全
国
的
に
も
多
い
の
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
熱
中
症
と
い
う
の
は
、
確
か

に
気
温
や
湿
度
な
ど
の
環
境
の
状
態
に

よ
っ
て
発
症
す
る
も
の
で
す
が
、
同
じ
環

境
下
で
す
べ
て
の
人
が
熱
中
症
に
な
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
の
体
温
調
節
機
能
や
、
体
調
、

基
礎
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
暑
熱
順
化
と
い
っ
て
、
暑
い
環
境
で

過
ご
し
て
い
る
と
そ
う
い
っ
た
環
境
に
体

熱
中
症
の
予
防
に
は

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　髙栁　宏史

は
徐
々
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
1
週
間
前
後
か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

夏
の
初
め
の
時
期
に
熱
中
症
の
方
が
多
い

の
は
、
ま
だ
体
が
暑
さ
に
順
応
で
き
て
い

な
い
た
め
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
暑
熱
順
化
は
運
動
な
ど
で
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
や
、
早
歩
き
な
ど
で
軽
く
汗
を
か
く
こ

と
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
と
１
〜
２
週

間
程
度
で
獲
得
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
運
動
を
行
う
こ
と
で
熱

中
症
に
な
り
に
く
い
体
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
運
動
の
習
慣
を
持
っ
て
い
た

だ
く
の
は
お
勧
め
で
す
。

今
年
の
5
月
に
も
急
に
暑
く
な
る
よ

う
な
真
夏
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
時
は
身
体
活
動
量
を
減
ら
し
体
へ
の

負
荷
を
軽
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
せ

っ
か
く
晴
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
一
気
に
草

刈
り
な
ど
無
理
を
し
て
し
ま
う
と
熱
中

症
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
ご
注
意

を
。
ま
た
屋
内
に
お
い
て
も
、
体
温
調
節

機
能
が
十
分
備
わ
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
や

年
配
の
方
な
ど
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
多
く
な
り
や
す
い
熱

中
症
、
重
症
の
場
合
は
本
当
に
危
険
な

病
気
で
す
。
過
信
せ
ず
身
体
活
動
を
調

節
し
、
水
分
を
補
給
し
予
防
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　市では、妊婦と中学生以下の子どものうち希望する方に対
して、バッジ式線量計を貸し出し、３か月ごとの積算線量を

測定しています。希望される方は、８月１日（水）まで
お申し込みください。

【申込場所と配布（回収）場所・申込方法】
①　妊婦、幼稚園または保育園に通園していない在宅の乳
　　幼児及び市外に通園・通学している児童・生徒
　　→→  本庁保健課または各総合支所住民課
②　幼稚園・保育園に通園している乳幼児　→→　各　園
③　小・中学校に通学している児童・生徒　→→　各学校
　　で受付を実施します。
　　所定の様式にて各申し込み場所で申し込んでください。
　　（妊婦の方は母子手帳を持参してください）
【料金】　無料

※広報きたかた３月号（16ページ）、
　喜多方市緊急情報４月１日号
　に詳しく掲載しています。

保健課 健康係 ☎（24）5223

放射線個人積算線量計（バッジ式線量計）の
貸し出しについて

より一層の安心と健康管理のために…

放射線個人積算線量計
（バッジ式線量計）

　一人でも多くの患者さんを救うには、

一人でも多くのドナー登録が不可欠で

す。

　ドナー登録は、約２㎖の採血で済みま
す。適合するドナーの方を待ち望む患者

さんにとって、あなたの登録が命をつな

ぐチャンスになるかもしれません。

　献血キャンペーンの際にも受け付けて

おりますので、皆さまの善意をお待ちし

ています。

【ドナー登録できる方】

・骨髄・末梢血幹細胞の提供の内容を十

分に理解している方

・年齢が18歳以上、54歳以下で健康な方

・体重が男性45㎏以上／

   女性40㎏以上

～命のボランティア、
　　　ドナー登録は２㎖の採血から～

骨髄バンクにご登録ください

問　問


